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道志中学校入学式 今年度は男子５名、女子 10名の新入生です。

道 志 村 民 憲 章
私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷で

す。この地に生きることに誇りをもち、平和
な村を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは
一、自然を愛し平和な村をつくります。
一、生産に励み豊かな村をつくります。
一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村

をつくります。
一、人情といたわりの心を養い、福祉の村

をつくります。
一、明るく健康で、活力ある村をつくります。



平成22年５月１日（２）

平
成
22
年
度

予
算
の
考
え
方

道
志
村
長
　
大
田
 昌
博

道
志
村
の
平
成
22
年
度
の
予
算
は
、
現

下
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
お
い
て

も
、「
日
本
一
の
水
源
の
郷
を
目
指
し
て
」

の
将
来
の
姿
を
描
き
な
が
ら
、
平
成
18
年

に
策
定
し
た「
道
志
村
行
政
改
革
大
綱
」と

「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
は
、
本
年
が
５
年
目

と
な
る
折
り
返
し
年
度
と
な
り
ま
す
。

本
年
度
は
、そ
の
検
証
も
行
い
、そ
の
成

果
も
村
民
に
提
示
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
住
民
生
活
の
安
定
と
住
み
よ
い
環

境
づ
く
り
に
向
け
て
、
財
政
的
に
は
非
常

に
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
積
極

的
な
施
策
と
事
業
を
展
開
し
、
実
施
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
18
億
６
百
30

万
円
で
、前
年
度
当
初
予
算
に
対
し
て
、３

千
８
百
80
万
円
、２
．１
％
の
減
で
あ
り
ま

す
。
　

ま
た
、
特
別
会
計
９
会
計
を
合
わ
せ
た
全

会
計
の
当
初
予
算
の
総
額
は
、27
億
９
，５

９
７
万
４
千
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
に

対
し
て
、４
億
３
，２
８
３
万
８
千
円
、13
．

４
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
今
年
度
の
主
な
事
業
等
に

つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

１
　
美
し
い
環
境
の
む
ら
づ
く
り

横
浜
市
の
支
援
を
受
け
る
中
で
毎
年
推

進
し
て
い
る
道
志
村
生
活
排
水
処
理
事
業

に
つ
い
て
は
、
当
初
計
画
に
対
す
る
進
捗

率
は
65
．２
％
で
あ
り
ま
す
が
、本
年
度
30

基
の
建
設
計
画
等
　
特
別
会
計
が
１
億

４
，６
７
９
万
７
千
円
、　
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
を
利
用
す
る
事
業
と
し
て
、
電
気

自
動
車
の
導
入
と
、
そ
の
充
電
を
行
う
太

陽
光
発
電
と
充
電
器
の
導
入
の
費
用
　
約

１
，
６
６
０
万
円
　
村
民
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
等
に
よ
る
、
道
志
村
エ
コ
ラ
イ

フ
促
進
助
成
事
業
２
０
０
万
円
、
住
民
の

日
常
生
活
に
密
接
な
ゴ
ミ
・
し
尿
処
理
事

業
費
　
４
，２
０
７
万
４
千
円
、ま
た
、水

源
地
と
し
て
お
い
し
い
水
を
守
り
、
自
然

環
境
と
調
和
し
た
地
域
の
景
観
・
下
流
住

民
と
の
意
識
の
共
有
等
全
国
水
源
サ
ミ
ッ

ト
の
開
催
費
用
と
し
て
２
５
０
万
円
な
ど

２
　
安
全
な
む
ら
づ
く
り

20
年
度
よ
り
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

で
整
備
し
て
き
た
防
災
行
政
無
線
・
防
災

へ
リ
ポ
ー
ト
等
の
整
備
が
終
わ
り
、
診
療

所
・
歯
科
診
療
所
の
整
備
が
済
み
、ま
た
、

中
学
校
の
体
育
館
の
建
て
替
え
も
21
年
度

予
算
に
て
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、今
後
は
、

不
足
し
て
い
る
施
設
や
一
丁
有
事
で
の
防

災
情
報
の
伝
達
・
訓
練
に
力
を
入
れ
、
自

主
防
災
組
織
の
整
備
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
耐

震
性
防
火
水
槽
設
置
　
約
３
，
２
２
０
万

円
、
　
気
象
観
測
装
置
設
置
費
用
　
５
０

０
万
円
、
防
災
行
政
無
線
　
移
動
局
整
備

費
　
１
５
０
万
円
　
な
ど

３
　
新
た
な
産
業
基
盤
の

あ
る
む
ら
づ
く
り

高
齢
化
に
よ
る
農
業
の
衰
退
の
対
策
の

為
の
新
規
就
農
者
受
け
入
れ
に
よ
る
経
費

の
助
成
事
業
　
２
４
０
万
円
、
特
産
品
で

あ
る
ク
レ
ソ
ン
の
周
年
栽
培
の
た
め
の
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
建
設
の
た
め
の
支
援
事

業
１
，
０
５
０
万
円
、
農
道
の
整
備
等

３
，
０
０
０
万
円
、
若
者
の
定
住
の
促
進
、

移
住
を
希
望
す
る
都
市
住
民
の
た
め
の
村

営
住
宅
の
建
設
３
，１
７
０
万
円
、失
業
者

に
対
し
て
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
　
約
４

２
８
万
円
、
村
の
今
後
の
観
光
の
振
興
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
観
光
協
会
の
法

人
化
を
含
め
た
体
制
強
化
に
つ
い
て
、
財

政
支
援
６
５
０
万
円
、ま
た
、農
山
漁
村
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
よ
る
、
子
ど

も
農
産
漁
村
地
域
協
議
会
の
育
成
事
業
費

６
５
０
万
円
、
旧
久
保
分
校
を
交
流
施
設

に
改
修
し
、
体
験
学
習
の
受
け
入
れ
施
設

と
な
っ
た
、
道
志
み
な
も
と
体
験
館
の
運

営
補
助
金
５
０
０
万
円
、
平
成
19
年
度
か

ら
進
め
て
い
る
村
の
観
光
施
設
民
営
化
に

つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
22

年
度
で
の
実
施
に
向
け
、
村
づ
く
り
会
社

設
立
の
た
め
の
出
資
金
５
０
０
万
円
、
継

続
事
業
で
あ
る
、
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い

て
、
今
年
度
は
大
栗
・
小
善
地
地
区
そ
れ

に
椿
地
区
を
実
施
し
約
１
，２
０
０
万
円
、

ま
た
、
林
道
関
係
で
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
、林
道
掛
水
線
の
改
良
舗
装
、椿
大
室
指

線
の
改
良
、
富
士
東
部
林
道
南
線
の
整
備

７
，２
５
１
万
円
、新
規
の
事
業
で
、山
林

の
整
備
を
目
的
に
、
林
業
の
従
事
者
の
養

成
・
森
林
境
界
の
明
確
化
・
森
づ
く
り
基

金
を
活
用
し
て
の
「
ど
う
し
森
づ
く
り
事

業
」
な
ど
６
３
０
万
円

４
　
交
流
基
盤
の
整
っ
た
む
ら
づ
く
り

村
の
通
勤
・
通
学
、
産
業
・
経
済
活
動

の
大
動
脈
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
国
道
４
１

３
号
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
は
、
地
元
の



（３）

協
力
体
制
の
構
築
の
も
と
に
、
村
を
上
げ

て
、
国
・
県
に
対
す
る
要
望
活
動
を
強
力

に
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
上
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
、
難
視
聴
対

策
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
の
テ
レ
ビ

共
同
受
信
組
合
を
設
立
し
て
い
た
だ
き
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
の
組
合
へ
の
補
助
金
を
基

に
、
足
り
な
い
部
分
の
設
置
費
用
に
対
し

て
の
補
助
金
２
，０
０
０
万
円
、21
年
度
に

サ
ー
ビ
ス
開
始
し
た
、
道
志
村
情
報
通
信

基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
個
別
端
末

に
よ
る
行
政
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
仕

方
の
検
討
を
行
い
、
今
ま
で
以
上
の
利
用

頻
度
・
利
用
方
法
を
開
拓
し
て
い
く
。
さ

ら
に
は
、情
報
通
信
施
設
を
利
用
し
た
、若

者
の
定
住
、
二
地
域
居
住
の
推
進
に
も
あ

た
っ
て
も
そ
の
波
及
効
果
は
計
り
知
れ
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
　
　

５
　
ぬ
く
も
り
の
あ
る
む
ら
づ
く
り

高
齢
者
福
祉
で
は
、
21
年
度
に
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
改
修
を
行
い
、
デ
イ
・
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
利
便
性
を
確
保
し
た
の
で
、

今
後
の
利
用
者
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
組
織
の
充

実
強
化
を
図
る
た
め
の
運
営
補
助
金
約
４

０
０
万
円
、新
規
事
業
で
、子
育
て
環
境
の

充
実
と
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
国
の
施
策

で
も
あ
る
子
ど
も
手
当
支
給
事
業
　
３
，

３
１
８
万
円
、
４
月
か
ら
実
施
す
る
学
童

保
育
運
営
費
と
し
て
　
約
４
０
０
万
円
、

結
婚
相
談
事
業
　
48
万
円

ま
た
、乳
幼
児
の
感
染
症
の
予
防
を
し
、

安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
な
環
境
を
作
る

た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
お
た
ふ
く
風

邪
・
水
疱
瘡
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
無
料
接

種
費
用
　
約
５
７
２
万
円
、
中
学
３
年
生

ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
は
、
本
年
度
も

継
続
し
約
７
９
０
万
円
、
高
校
生
の
修
学

助
成
金
も
７
３
２
万
円
と
継
続
し
ま
す
。

村
民
の
健
康
増
進
の
為
の
健
診
事
業
費

約
８
２
０
万
円
な
ど
、
ま
た
充
実
整
備
さ

れ
た
診
療
所
は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
隣
接

し
、
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、福
祉
、医
療

の
地
域
エ
リ
ア
と
し
て
、
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

６
　
豊
か
な
心
と
文
化
を

育
て
る
む
ら
づ
く
り

教
育
の
充
実
は
村
の
施
策
の
重
点
施
策

と
し
て
、
児
童
生
徒
の
た
め
の
義
務
教
育

の
振
興
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
の
連

携
に
よ
り
、
地
域
全
体
で
人
材
を
育
成
す

る
。
中
学
校
体
育
館
の
建
設
に
伴
う
備
品

等
の
整
備
費
　
７
３
２
万
円
、
国
際
交
流

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
神
地
伝
統
芸
能
保

存
会
に
よ
る
海
外
公
演
の
補
助
金
と
し
て

１
２
０
万
円
、
情
報
過
多
の
現
代
社
会
に

お
い
て
、
正
し
い
情
報
を
取
得
す
る
た
め

に
住
民
の
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
を

図
る
た
め
の
講
演
費
用
　
31
万
５
千
円
、

ま
た
、地
域
情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、小
学

校
、
中
学
校
の
情
報
教
育
の
推
進
に
も
大

い
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。

７
　
自
立
と
協
働
の
む
ら
づ
く
り

集
落
支
援
員
の
設
置
に
よ
り
、
地
域
の

聞
き
取
り
や
地
域
の
振
興
・
活
性
化
を
促

す
事
業
と
し
て
２
０
０
万
円
、ま
た
、住
民

自
ら
の
創
意
と
意
欲
に
よ
り
、協
働
の
村
、

水
源
の
郷
づ
く
り
に
対
す
る
住
民
活
動
に

対
し
て
の
、
水
源
の
郷
づ
く
り
助
成
事
業

１
０
０
万
円
、
地
域
住
民
に
よ
る
共
同
の

村
づ
く
り
事
業
に
対
し
て
、
原
材
料
の
支

給
を
行
う「
協
働
の
村
づ
く
り
事
業
」に
１

０
０
万
円
、
職
員
の
地
域
担
当
制
に
つ
い

て
は
、22
年
度
も
継
続
的
に
実
施
し
、地
域

住
民
と
役
場
の
職
員
が
協
働
し
て
そ
の
地

域
の
た
め
に
働
き
、
地
域
で
で
き
る
こ
と

は
地
域
の
人
た
ち
が
、
そ
れ
を
行
政
が
後

押
し
を
し
、
自
立
と
協
働
を
実
践
す
る
。

ま
た
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
事
業
は
、

●
善
之
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
整
備
事
業

２
９
，
７
０
０
千
円

●
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

県
営
事
業
負
担
金
　
２
，
３
６
９
千
円

●
森
林
路
網
整
備
事
業１

０
，
１
０
０
千
円

●
道
志
み
ち
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
事
業

１
０
，
０
０
０
千
円

●
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定
事
業

橋
梁
の
点
検
等
　
　
７
，
７
７
０
千
円

●
地
方
道
路
整
備
事
業

村
道
西
向
線
改
良
工
事

１
５
，
３
５
１
千
円

●
消
防
施
設
整
備
事
業４

７
，
０
８
９
千
円

●
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

４
，
８
８
５
千
円

●
道
志
中
学
校
屋
内
運
動
場
整
備
事
業

３
５
９
，
２
２
３
千
円

●
道
志
小
学
校
教
育
施
設
整
備
事
業

７
１
４
千
円

●
道
志
中
学
校
教
育
施
設
整
備
事
業

７
９
５
千
円

以
上
　
11
事
業
　
総
額
は

４
８
７
，９
９
６
千
円
で
あ
り
ま
す
。

三
月
定
例
議
会
で
の
村
長
挨
拶
を

抜
粋
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
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科　　　目

1 . 村　　　　　　税

2 . 地 方 贈 与 税

3 . 利 子 割 交 付 金

4 . 配 当 割 交 付 金

5 . 株式等譲渡所得割交付金

6 . 地方消費税交付金

7 . 自動車取得税交付金

8 . 地方特例交付金

9 . 地 方 交 付 税

10. 分担金及び負担金

11. 使用料及び手数料

12. 国 庫 支 出 金

13. 県 　 支 　 出 　 金

14. 財 　 産 　 収 　 入

15. 寄 　 　 付 　 　 金 

16. 繰 　 　 入 　 　 金

17. 繰 　 　 越 　 　 金

18. 諸 　 　 収 　 　 入

19. 村　　　　　　債

計 

予 算 額

222,687

14,274

987

318

159

18,079

4,216

3,113

869,862

13,847

18,705

536,952

133,227

1,826

138,035

1,182

89,564

29,280

451,300

2,547,613

収入済額

207,654

14,274

987

318

159

18,079

4,216

3,113

869,862

13,853

13,458

107,874

47,244

1,826

22,806

0

97,964

26,400

3,200　

1,453,287

収入率(%)

93.2

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

71.9

20.1

35.5

100.0

16.5

0.0

109.4

90.2

0.7

57.0

一般会計歳入状況 （22. 3. 31現在　単位：千円）

　 　

  　 　

  　 　

  　 　

  

  　 　

  　 　

  　 　

  　 　

 　 　

 

 　 　

　　　

　 　

  　

  　

　　　

 　　　　　　

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 　 　 　

 　 　 　

 　 　 　 　  

 　 　 　 　

 　 　 　 　

 　 　 　 　

 　　　　　　

 

　

34,152

422,456

273,208

115,708

312,705

70,901

304,862

185,125

549,592

241,193

32,711

5,000

2,547,613

33,649

296,737

165,742

78,615

136,202

33,412

84,796

86,637

159,229

240,480

0

0

1,315,499

98.5

70.2

60.7

67.9

43.6

47.1

27.8

46.8

29.0

99.7

0.0

0.0

51.6

一般会計歳出状況

  　

1 . 議 　 会 　 費

2 . 総 　 務 　 費

3 . 民 　 生 　 費

4 . 衛 　 生 　 費

5 . 農林水産業費

6 . 商 　 工 　 費

7 . 土 　 木 　 費

8 . 消 　 防 　 費

9 . 教 　 育 　 費

11. 公 　 債 　 費

12. 諸 支 出 金

13. 予 　 備 　 費

計

支出率(%)支出済額予 算 額科　　　目

　 　

（22. 3. 31現在　単位：千円）

  　

　　　

 　　　　　　

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 　 　 　

 　 　 　

 　 　 　 　  

 　 　 　 　

 　 　 　 　

 　 　 　 　

 　　　　　　

 

　

  　

国民健康保険特別会計

国民健康保険診療所特別会計

簡易水道事業特別会計

老人医療費特別会計

観光施設等事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

介護保険サービス事業特別会計

浄化槽事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

計

　 　

  　 　

  　 　

  　 　

  

  　 　

  　 　

  　 　

  　 　

 　 　

 

 　 　

289,243

291,043

118,131

1,043

337,626

166,871

27,688

148,854

42,947

1,423,446

214,404

64,501

6,284

854

310,985

128,681

20,320

12,919

15,261

774,209

219,480

271,765

66,336

0

312,620

138,304

24,379

87,058

38,863

1,158,805

74.1

22.2

5.3

81.9

92.1

77.1

73.4

8.7

35.5

54.4

75.9

93.4

56.2

0.0

92.6

82.9

88.0

58.5

90.5

81.4

　　　

会 　 計 　 別 予 算 額 収入済額 収入率(%) 歳出済額 支出率(%)

  　

特別会計歳入歳出状況 （22. 3. 31現在　単位：千円）

平
成
21
年
度
  主
な
事
業

●
総
務
費

・
防
災
行
政
無
線
設
置
事
業

・
道
志
村
政
施
行
百
二
十
周
年
記
念
事
業

・
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業

●
民
生
費

・
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
築
事
業

・
人
権
啓
発
活
動
地
方
委
託
事
業

・
介
護
予
防
事
業

・
在
宅
福
祉
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
事
業

●
衛
生
費

・
す
こ
や
か
子
育
て
医
療
費
助
成
事
業

・
い
き
い
き
健
康
村
ど
う
し
健
診
事
業

・
各
種
予
防
接
種
事
業

●
農
林
水
産
業
費
 

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業

・
旧
久
保
分
校
改
修
事
業

・
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

・
農
林
道
開
設
改
良
事
業

●
商
工
費

・
村
お
こ
し
会
社
設
立
事
業

・
道
志
村
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業

●
土
木
費

・
村
道
中
山
～
三
ヶ
瀬
線
改
良
事
業

・
村
営
池
の
原
団
地
改
修
事
業

●
消
防
費

・
都
留
市
消
防
署
道
志
出
張
所
建
設
事
業

・
消
防
団
用
携
帯
型
無
線
機
整
備
事
業

●
教
育
費

・
道
志
中
学
校
体
育
館
建
設
事
業

・
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
改
修
事
業

※改築された福祉センター

平成21年度 下半期財政公表
（平成21年10月〜22年3月）

こ
の
「
財
政
公
表
」
は
、
村
民
の
み
な
さ
ま
に
道

志
村
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
、
毎

年
２
回
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
平
成
二
十
一
年
度
下
半
期
の
一
般
会

計
、
特
別
会
計
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



（５）

平
成
22
年

第
３
回
議
会
定
例
会

文
教
厚
生
常
任
委
員

９
番
議
員
（
佐
藤
茂
美
）

問◎
道
志
村
の
公
共
施
設
の
地
震
対
策
に

つ
い
て

世
界
各
地
で
地
震
の
被
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
特
に
ハ
イ
チ
大
地
震
に
お

き
ま
し
て
は
、
30
万
以
上
の
死
者
が
出

た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

道
志
村
役
場
は
第
32
代
村
長
の
時
、

建
設
さ
れ
40
年
以
上
経
っ
て
お
り
ま
す

が
、
耐
震
強
度
の
デ
ー
タ
ー
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
道
志
中
学
校
は
昭
和
48
年
、

小
学
校
は
56
年
に
建
設
さ
れ
相
当
の
年

月
が
経
っ
て
お
り
ま
す
が
、
道
志
中
学

校
と
小
学
校
の
耐
震
強
度
は
ど
う
な
っ

て
お
り
ま
す
か
。
大
地
震
が
発
生
し
た

時
に
子
供
た
ち
の
安
全
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答○
総
務
課
長

役
場
の
建
設
は
、
昭
和
41

年
に
竣
工
、
ま
た
隣
の
中
央
公
民
館
に

つ
き
ま
し
て
は
48
年
に
竣
工
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

両
施
設
と
も
新
耐
震
基
準
が
定
め
ら

れ
た
、
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
前
の
建

設
に
よ
る
も
の
で
、
現
在
の
基
準
に
は

達
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
本
村
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
教

育
施
設
を
優
先
に
診
断
し
、
役
場
及
び

公
民
館
に
対
し
ま
し
て
は
、
診
断
は
実

施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
に
つ
き
ま

し
て
は
、
費
用
の
面
も
ご
ざ
い
ま
す

が
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

答◯
教
育
長

有
数
の
地
震
国
で
あ
る
我
が

国
は
耐
震
化
を
加
速
す
る
必
要
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。
学
校
施
設
は
、
児
童

生
徒
が
１
日
の
大
半
を
過
ご
す
活
動
の

場
で
あ
り
、
さ
ら
に
非
常
災
害
時
は
、

地
域
住
民
の
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
21
世
紀
補
正
予
算
の
経
済
危
機
対

策
で
臨
時
交
付
金
が
措
置
さ
れ
、
22
年

度
中
学
校
体
育
館
の
建
設
事
業
を
前
倒

し
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
道

志
小
学
校
、
中
学
校
は
建
設
か
ら
相
当

の
年
月
が
経
っ
て
お
り
、
耐
震
強
度
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
耐
震
性
を
表
す
指
標
で
あ
る
耐
震

強
度
は
Ｉ
Ｓ
値
と
い
う
言
葉
で
表
さ

れ
、
危
険
性
が
高
い
と
い
う
目
安
は
Ｉ

Ｓ
値
０
・
３
以
下
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
内
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
強
度
は
、

平
成
19
年
度
の
設
計
業
者
の
耐
震
診
断

の
考
察
に
よ
る
と
小
学
校
、
中
学
校
と

も
校
舎
に
あ
っ
て
は
Ｉ
Ｓ
値
の
０
・
７

を
お
お
よ
そ
確
保
で
き
る
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
体
育
館
は
小
学
校
の
Ｉ

Ｓ
値
が
０
・
３
８
で
し
た
の
で
、
平
成

19
年
度
に
耐
震
の
補
強
工
事
を
済
ま
せ

ま
し
た
。
中
学
校
は
建
設
か
ら
経
過
年

数
が
長
く
、
Ｉ
Ｓ
値
が
０
・
３
５
で
し

た
の
で
補
強
で
は
な
く
平
成
22
年
度
に

建
て
替
え
る
工
事
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
全
て
の
施
設
の
耐
震
化
が
完
了
す

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

次
に
大
地
震
が
発
生
し
た
時
に
子
供

た
ち
の
安
全
に
つ
い
て
で
す
が
、
教
育

委
員
会
で
は
学
校
管
理
下
、
管
理
外
を

問
わ
ず
、
児
童
生
徒
の
安
全
保
持
を
第

一
に
考
え
て
対
応
す
る
こ
と
が
、
最
も

重
要
な
課
題
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
受
け
て
学
校
で
も
普
段
か
ら
の

学
習
、
訓
練
等
を
活
か
し
な
が
ら
児
童

生
徒
の
生
命
を
守
る
こ
と
に
全
力
を
挙

げ
て
取
り
組
む
こ
と
を
共
通
理
解
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
防
災
計
画
に
基

づ
き
安
全
教
育
、
安
全
点
検
、
避
難
訓

練
、
引
き
渡
し
訓
練
等
を
繰
り
返
し
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
帰
宅
で
き
な

い
児
童
生
徒
の
た
め
に
、
乾
パ
ン
、
飲

料
水
を
備
蓄
し
て
あ
り
ま
す
。
登
下
校

時
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
児
童
生

徒
が
バ
ス
通
学
な
の
で
、
道
路
の
被
災

事
情
等
を
考
慮
し
な
が
ら
最
寄
り
の
避

難
所
、
安
全
な
場
所
に
待
機
し
生
命
の

安
全
が
確
保
で
き
る
対
応
も
と
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
素
早
い
対
応
が
図

れ
る
よ
う
緊
急
連
絡
網
も
整
備
し
て
あ

り
ま
す
。

再
問役

場
の
ほ
う
の
建
て
替
え
等
は
考
え

一
般
質
問

三
月
定
例
議
会
に
お
い
て
３
名
よ
り

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

質
問
の
趣
旨
と
こ
れ
に
対
す
る
村
長

な
ど
執
行
部
の
答
弁
の
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
す
。
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て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
と
に
か
く
人

命
に
係
わ
る
問
題
な
の
で
何
事
を
お
い

て
も
最
優
先
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

答○
総
務
課
長

今
後
で
す
け
れ
ど
も
基
金

等
を
積
み
立
て
な
が
ら
、
そ
ん
な
よ
う

な
こ
と
も
考
え
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
現
在
は
建
て
替

え
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん

問◎
富
士
東
部
林
道
の
全
面
開
通
の
見
通
し

に
つ
い
て

東
部
林
道
は
開
設
以
来
20
年
以
上
が

経
っ
て
お
り
ま
す
が
、
当
初
の
計
画
よ

り
大
分
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
因

は
何
な
の
か
、
ま
た
、
今
後
の
予
定
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答○
産
業
振
興
課
長

本
林
道
は
、
大
月
市

を
起
点
に
上
野
原
市
を
経
由
し
道
志
村

が
終
点
と
な
る
広
域
林
道
で
あ
り
ま

す
。
昭
和
58
年
か
ら
山
梨
県
が
事
業
主

体
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
林
道
整
備
事

業
で
あ
り
ま
す
。
総
延
長
は
14
・
４

km
、
幅
員
５
ｍ
、
４
工
区
に
よ
っ
て
工

事
が
進
め
ら
れ
て
現
在
の
進
捗
率
は
、

大
月
工
区
95
％
、
上
野
原
工
区
90
％
、

上
野
原
旧
秋
山
工
区
73
％
、
道
志
工
区

80
％
で
平
成
31
年
度
の
全
線
完
成
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

道
志
工
区
に
お
き
ま
し
て
は
、
お
よ

そ
80
％
が
完
成
し
て
お
り
ま
す
。
残
り

は
１
，
０
６
０
ｍ
と
な
っ
て
い
て
、
峠

に
お
い
て
は
オ
ー
プ
ン
カ
ッ
ト
方
式
に

よ
る
計
画
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年

度
９
千
万
程
度
の
事
業
費
が
投
資
さ

れ
、
完
成
ま
で
に
は
４
、
５
年
程
度
が

見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

本
林
道
は
、
既
に
26
年
の
歳
月
を
要

し
て
、
今
な
お
建
設
中
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
ま
で
長
い
年
月
が
必
要
に
な
っ
た

原
因
は
、
財
政
問
題
や
土
地
問
題
な
ど

の
発
生
で
、
工
事
の
休
止
や
ル
ー
ト
の

変
更
等
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
状

況
で
あ
り
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
長

３
番
議
員
（
佐
藤
喜
章
）

問◎
旧
久
保
分
校
の
整
備
に
つ
い
て

農
山
村
魚
村
の
体
験
交
流
施
設
と
し

て
整
備
が
進
み
間
も
な
く
完
成
を
し
ま

す
が
、
こ
の
施
設
の
利
用
計
画
、
利
用

見
込
み
、
施
設
の
稼
働
率
及
び
今
後
の

運
営
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
村
の
方
針

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
平
成

21
年
度
に
補
助
金
が
出
て
い
ま
す
が
、

そ
の
使
い
方
の
詳
細
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

答○
産
業
振
興
課
長

本
施
設
は
、
本
村
の

地
域
資
源
を
活
か
し
た
滞
在
型
・
体
験

型
観
光
の
確
立
を
図
る
た
め
、
旧
久
保

分
校
を
国
の
補
助
制
度
で
あ
り
ま
す

「
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」
を
活
用
し
て
、
整
備
の
実
施
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
建
設

事
業
費
は
９
千
万
円
、
財
源
は
国
の
補

助
２
分
の
１
、
残
り
は
過
疎
債
と
村
費

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
予
定
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

本
年
度
に
施
設
を
完
成
、
４
月
に
指
定

管
理
者
の
指
定
、
そ
し
て
５
月
か
ら
本

格
的
な
運
営
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
運
営
維
持
管
理
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
本
施
設
の
運
営
に
当
た

っ
て
は
、
３
つ
の
目
的
を
も
っ
て
指
定

管
理
者
に
よ
る
運
営
を
予
定
し
て
い
ま

す
。一

つ
目
は
、
宿
泊
型
の
子
供
交
流
体

験
事
業
と
連
携
し
た
体
験
事
業
の
提
供

二
つ
目
は
、
新
し
い
体
験
型
観
光
の

体
験
事
業
の
提
供

三
つ
目
は
、
地
域
と
ビ
ジ
タ
ー
の
活

動
セ
ン
タ
ー
と
し
て
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な

っ
て
、
実
行
委
員
会
に
お
い
て
運
営
に

関
し
て
の
計
画
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

施
設
の
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
「
も

の
作
り
」
「
自
然
体
験
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
木
工
・
農
耕
体
験
な
ど
の
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、
年
間
３
０
０
日
程

度
の
開
所
を
予
定
し
、
稼
働
率
を
98
％

見
込
ん
で
い
ま
す
。
来
年
度
は
３
，
８

０
０
人
程
度
の
利
用
者
を
見
込
ん
で
、

事
業
収
入
で
お
よ
そ
５
０
０
万
円
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

年
間
の
運
営
費
を
１
１
，
６
０
０
万

円
程
度
と
試
算
し
、
４
年
目
を
目
途
に

１
０
，
０
０
０
人
の
利
用
者
の
目
標
を

も
っ
て
事
業
経
営
を
健
全
化
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

施
設
は
、
村
内
外
に
お
け
る
児
童
育

成
の
教
育
的
利
用
と
と
も
に
、
地
域
に

お
け
る
集
会
的
な
利
用
や
住
民
の
地
域

活
動
で
の
利
用
、
更
に
は
ビ
ジ
タ
ー
の

利
用
な
ど
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た

だ
き
、
本
施
設
が
地
域
の
総
合
的
な
拠

点
と
な
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
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問◎
し
尿
及
び
ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て

し
尿
及
び
ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て
、
合

併
処
理
浄
化
槽
の
整
備
も
進
み
、
当
然

で
す
が
汚
泥
の
量
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
現
在
、
村
で
は
他
の
市
町
村
に
処

理
を
委
託
し
て
い
ま
す
が
、
そ
ち
ら
の

方
で
も
数
量
の
制
限
が
厳
し
い
と
聞
い

て
い
ま
す
。
今
後
の
方
針
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

答○
産
業
振
興
課
長

現
在
、
し
尿
に
つ
き

ま
し
て
は
、
大
月
都
留
広
域
事
務
組
合

と
青
木
ケ
原
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
２
施
設

に
処
理
の
委
託
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
大
月

都
留
広
域
事
務
組
合
に
処
理
を
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
尿

に
つ
い
て
は
各
施
設
と
も
１
日
１
台
と

決
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
て
、
併
せ
て
１

日
６
ｔ
が
最
大
の
処
理
量
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
本
年
度
は
１
，
２
８
０
ｔ
の

処
理
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

今
後
、
浄
化
槽
整
備
が
終
了
し
た
段

階
で
の
年
間
の
必
要
と
す
る
処
理
量
は

２
，
３
０
０
ｔ
と
見
込
ん
で
い
ま
す
の

で
、
現
在
の
処
理
委
託
の
状
況
下
で
は

処
理
で
き
な
い
量
が
発
生
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

東
部
地
域
３
市
の
新
た
な
処
理
施
設

計
画
へ
の
参
加
も
村
と
し
て
お
願
い
し

て
い
る
わ
け
で
す
が
、
中
長
期
の
位
置

づ
け
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
村
が
考
え
て
い
ま
す
バ
イ

オ
マ
ス
構
想
か
ら
の
発
着
に
関
し
て

も
、
土
地
問
題
や
財
政
の
課
題
か
ら
、

そ
の
量
は
あ
る
一
定
の
量
に
な
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

当
面
、
現
委
託
先
へ
の
増
量
依
頼
を
継

続
し
な
が
ら
、
分
散
処
理
に
よ
る
方
式

を
可
能
な
方
策
を
早
急
に
検
討
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

再
問し

尿
処
理
で
他
市
町
村
に
委
託
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
数
量
も
限
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
け
ど
も
、
村

独
自
で
例
え
ば
し
尿
処
理
場
を
建
設
す

る
と
か
と
い
う
よ
う
な
計
画
は
あ
り
ま

す
か
。

答○
産
業
振
興
課
長

汚
泥
処
理
は
、
規
模

の
大
き
な
も
の
で
広
域
化
し
よ
う
と
い

う
そ
う
い
う
補
助
政
策
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
規
模
の
小
さ
い
施
設
を
つ

く
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
た
別
の
視
点

の
見
方
で
補
助
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
こ
の
と
こ
ろ

の
検
討
が
も
う
少
し
研
究
を
含
め
て
必

要
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

経
済
建
設
常
任
委
員

５
番
議
員
（
藤
原
光
政
）

問◎
地
域
主
権
、
地
方
分
権
に
つ
い
て

地
域
主
権
、
地
方
分
権
と
い
う
こ
と

が
良
く
言
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ

ど
も
、
道
志
村
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。
も
し
、
こ
れ
を

実
行
す
る
の
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答○
村
長

民
主
党
政
権
に
お
い
て
は
、
従

来
の
地
方
分
権
改
革
か
ら
、
さ
ら
に
一

歩
踏
み
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
地
域
主
権

と
い
う
言
葉
を
用
い
て
お
り
、
改
革
の

１
丁
目
１
番
地
と
し
て
位
置
付
け
て
お

り
ま
す
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い
て
も

国
と
地
方
の
協
議
の
場
の
法
制
化
を
約

束
し
て
お
り
ま
す
し
、
地
方
へ
の
一
定

の
配
慮
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
来
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し

て
も
地
方
交
付
税
の
増
額
や
地
方
税
率

の
引
き
上
げ
の
検
討
も
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
様
子
で
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
本

年
度
を
持
っ
て
終
了
予
定
で
あ
っ
た
通

称
過
疎
法
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ

う
し
た
も
の
も
延
長
さ
れ
る
中
で
、
そ

の
使
途
に
つ
い
て
も
、
地
域
医
療
の
確

保
や
住
民
の
移
動
の
た
め
の
交
通
手
段

の
確
保
等
の
過
疎
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
ソ
フ
ト
対
策
に
も
利
用
で
き
る
も
の

に
な
る
と
、
そ
ん
な
見
込
み
で
あ
り
ま

す
。こ

う
し
た
政
治
状
況
の
流
れ
の
中
か

ら
今
後
、
ま
す
ま
す
地
方
主
権
へ
の
方

向
へ
と
傾
斜
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
国
の
ほ
う
は
地
域

主
権
の
改
革
、
地
域
主
権
改
革
の
定
義

案
と
い
た
し
ま
し
て
、
国
民
主
権
を
前

提
に
し
た
住
民
に
身
近
な
行
政
は
、
一

つ
は
地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
か
つ
総

合
的
に
広
く
担
っ
て
い
く
こ
と
、
ま

た
、
二
つ
目
と
し
て
は
、
地
域
住
民
が

自
ら
の
判
断
と
責
任
で
地
域
の
諸
問
題

に
取
り
組
む
こ
と
。
こ
の
２
本
柱
を
実

現
す
る
た
め
の
改
革
で
あ
る
と
し
て
お

り
ま
し
て
、
ま
さ
に
地
方
自
治
の
本
旨

で
、
同
様
に
地
域
住
民
と
地
域
地
方
自

治
体
が
両
輪
と
な
っ
た
地
方
自
治
の
運

営
を
目
指
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
具
体
的
な
方
法
論
と
し
て

は
、
地
域
主
権
戦
略
会
議
も
設
置
さ
れ

政
府
の
本
気
度
に
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
本
村
が
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
本
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村
は
も
と
よ
り
地
方
自
治
体
は
さ
ら
に

自
己
決
定
、
自
己
責
任
の
自
立
し
た
地

方
自
治
運
営
が
求
め
ら
れ
る
状
況
に
な

っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
意
思
決
定
の
結
果

責
任
は
村
民
共
通
の
も
の
と
し
て
住
民

に
係
わ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
し
、
ま
さ

に
「
日
本
一
の
水
源
の
郷
づ
く
り
を
め

ざ
す
」
道
志
村
に
お
い
て
も
協
働
の
村

政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

今
後
、
村
政
の
方
向
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
議
会
の
ご
理
解
を
得
て
整
備
を

進
め
て
ま
い
っ
た
。
各
種
の
イ
ン
フ
ラ

事
業
か
ら
完
成
し
た
施
設
の
活
用
と
豊

か
な
自
然
や
文
化
・
歴
史
を
活
か
し

て
、
水
や
食
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
可

能
性
を
さ
ら
に
掘
り
起
こ
し
て
磨
き
を

か
け
て
い
き
、
よ
り
個
性
あ
る
足
腰
の

強
い
自
治
体
を
目
指
す
こ
と
が
肝
心
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
、
頑
張
る
地

域
と
そ
う
で
な
い
地
域
の
格
差
が
生
じ

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
中
に
あ
り
ま
し

て
、
権
限
を
受
け
て
い
く
た
め
に
は
地

域
も
そ
れ
な
り
の
覚
悟
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

そ
し
て
、
さ
ら
な
る
自
立
し
た
村
づ

く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
地
域
主
権
を

自
信
を
持
っ
て
受
け
る
地
域
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
こ
う

し
た
方
向
に
沿
い
な
が
ら
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
に
向
け
て
進
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
村
民
、
議
会
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
道
志
村
の
方
向
性
を
指
し

示
す
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
化
の
検
討
。

仮
称
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
「
水
源

の
郷
条
例
」
な
ど
の
策
定
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
す
ま
す
、
難
し
い
状
況
の
想
定
さ

れ
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
主
権
改
革

の
中
で
生
じ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

再
問地

域
主
権
の
こ
と
に
つ
い
て
再
質
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
先
ほ
ど
村
長

さ
ん
か
ら
良
い
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
村
民
の
皆
さ
ん
に

こ
れ
が
い
よ
い
よ
実
行
さ
れ
て
い
き
ま

す
と
、
や
は
り
村
民
の
皆
さ
ん
に
相
当

の
協
力
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
か
な
と
思
い
ま
す
。
つ
い
て
は
、

い
よ
い
よ
な
っ
た
時
点
で
、
い
ろ
い
ろ

住
民
か
ら
不
平
不
満
等
が
お
そ
ら
く
出

る
可
能
性
は
、
私
は
十
分
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
辺
を
今
か
ら
い
ろ
い
ろ
の

施
策
が
き
た
時
に
慌
て
ふ
た
む
か
な
い

よ
う
に
、
物
質
的
な
こ
と
は
さ
て
お
い

て
も
、
や
は
り
い
ろ
い
ろ
な
会
合
に
お

い
て
、
こ
れ
か
ら
は
自
立
し
て
い
く
ん

だ
よ
、
と
い
う
こ
と
を
で
す
ね
。
今
は

何
で
も
物
を
作
る
と
き
に
役
場
で
や
っ

て
も
ら
え
ば
い
い
、
ど
こ
そ
こ
で
や
っ

て
も
ら
え
ば
い
い
、
国
で
や
っ
て
も
ら

え
ば
い
い
っ
て
い
う
考
え
方
の
基
に
行

わ
れ
て
い
る
わ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
こ
れ
か
ら
は
で
す
ね
、
ど
う
し
て

も
そ
こ
の
地
域
住
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が

自
分
で
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
代
が
来
る
と
、
相
当
の
学
者
等
々

に
お
か
れ
ま
し
て
も
言
っ
て
ま
す
ん

で
、
そ
の
辺
を
ど
の
よ
う
に
し
て
、
住

民
に
こ
と
細
か
い
説
明
を
し
て
い
く
の

か
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
化
は
と
っ
て
も

良
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
や
は
り
痛
み

が
く
る
と
き
は
誰
も
嫌
い
ま
す
。
そ
の

辺
を
で
す
ね
。
誰
も
痛
い
の
は
い
や
な

ん
だ
け
れ
ど
も
、
や
わ
ら
か
く
い
く
方

法
と
い
い
ま
す
か
ね
。
そ
う
い
う
こ
と

を
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
つ

い
て
、
何
か
具
体
案
が
あ
り
ま
し
た
ら

教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
。

答○
村
長

非
常
に
地
方
分
権
と
い
う
こ
と

で
厳
し
さ
が
想
定
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り

ま
す
し
、
特
に
道
志
村
に
お
き
ま
し
て

も
、
よ
く
三
ゲ
ン
と
い
わ
れ
ま
す
け
れ

ど
も
財
源
、
権
限
、
人
間
と
い
う
こ
と

で
、
こ
う
し
た
も
の
が
十
分
で
な
い
状

況
で
あ
り
ま
す
の
で
、
地
方
分
権
が
進

ん
で
く
る
中
で
は
か
な
り
の
痛
み
が
伴

う
。
そ
う
し
た
中
で
、
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
か
、
今
か
ら
な
る
た
け
村
民
の

皆
さ
ま
に
も
覚
悟
は
必
要
だ
よ
と
、
そ

れ
か
ら
参
加
を
し
て
い
た
だ
く
よ
、
事

あ
る
ご
と
に
こ
う
し
た
こ
と
を
話
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
し
、
ま
た
、
先
ほ
ど
ち
ょ
っ

と
触
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
「
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
と
い
う
も
の
が
全
国
で
進
ん

で
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
北
海
道

の
ニ
セ
コ
町
が
当
初
で
あ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
け
れ
ど
、
こ
う
し
た
も
の
を
策

定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
政
で
あ
る
、

或
い
は
議
会
そ
れ
か
ら
住
民
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
、
こ
う
し
た
も
の
を
あ
る
程

度
、
明
確
化
し
て
い
く
、
そ
し
て
そ
の

中
で
村
の
景
観
等
も
含
め
て
地
域
づ
く

り
の
将
来
像
、
そ
う
し
た
も
の
を
な
る

た
け
村
民
参
加
の
中
で
早
い
段
階
か

ら
、
こ
う
し
た
こ
と
を
目
標
を
作
っ
て

い
く
、
そ
う
し
た
こ
と
が
大
事
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
う

し
た
こ
と
を
進
め
る
過
程
の
中
で
村
民

の
皆
さ
ま
に
な
る
た
け
参
加
を
し
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
こ
う
し
た
新
し
い
時

代
が
来
る
ん
だ
よ
と
い
う
こ
と
を
共
に

話
し
合
い
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問◎
農
林
業
対
策
に
つ
い
て

農
業
に
つ
い
て
は
、
米
と
か
大
豆
と
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か
沢
山
あ
る
わ
け
な
ん
で
す
け
ど
も
、

特
に
今
回
は
ク
レ
ソ
ン
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
出
荷
量
は
日
本
一
と
い
わ
れ
て

ま
す
け
れ
ど
も
、
対
策
に
つ
い
て
、
現

在
、
村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
か
。
今
後
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
伺

い
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て
で
す
が
、
道
志
村
の

山
林
対
策
、
特
に
間
伐
等
で
す
ね
。
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
今

後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま

す
。

答○
産
業
振
興
課
長

出
荷
量
日
本
一
と
言

わ
れ
る
ク
レ
ソ
ン
は
、
本
村
が
誇
る
特

産
品
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
ク
レ
ソ
ン
の

生
産
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
う
い

う
よ
う
な
状
況
を
大
変
憂
慮
し
て
お
り

ま
す
。
ク
レ
ソ
ン
は
、
気
温
７
度
以

下
、
水
温
15
度
以
下
で
の
栽
培
が
大
変

難
し
い
作
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
村
内

で
の
収
穫
期
は
７
月
か
ら
11
月
の
５
カ

月
と
短
く
、
村
外
へ
の
出
作
に
よ
る
栽

培
期
間
の
方
が
長
い
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
非
常
に
労
働
環
境

が
厳
し
く
、
後
継
者
も
育
た
な
い
、
担

い
手
も
い
な
い
、
現
在
の
生
産
者
も
高

齢
化
し
て
い
く
、
そ
し
て
、
生
産
を
止

め
て
し
ま
う
と
い
う
好
ま
し
く
な
い
環

境
下
に
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
村
と
し
ま
し
て
は
、
農
業
振
興
の

中
心
と
な
る
特
産
品
の
産
地
づ
く
り
を

支
援
す
る
た
め
、
ク
レ
ソ
ン
生
産
者
へ

の
支
援
に
力
を
入
れ
て
行
く
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
鹿
対
策
の

防
護
ネ
ッ
ト
、
そ
れ
か
ら
産
地
づ
く
り

の
交
付
金
、
水
路
整
備
な
ど
様
々
な
支

援
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
本
年
度

は
、
県
や
村
が
支
援
し
て
い
く
た
め
の

組
合
の
再
編
を
お
願
い
し
、
組
織
の
体

制
を
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
組
合
員
に
よ
る
農
業
法
人
の
設
立

も
あ
り
ま
し
て
、
来
年
度
は
、
県
の
補

助
制
度
を
活
用
し
た
生
産
ハ
ウ
ス
へ
の

支
援
も
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
２
月
に
は
「
富
士
山
野

菜
生
産
者
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
ク

レ
ソ
ン
も
富
士
山
の
恵
み
を
受
け
る
富

士
山
連
携
地
域
野
菜
と
し
て
、
生
産
力

の
強
化
と
知
名
度
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
担
い
手
対
策
と
し
ま
し
て

は
、
県
で
行
っ
て
い
る
農
業
協
力
隊
事

業
を
活
用
す
る
な
か
で
、
就
農
者
の
育

成
が
図
れ
る
の
か
ど
う
か
、
生
産
者
と

一
緒
に
な
っ
て
検
討
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
山
林
対
策
に
つ
い
て
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
本
村
の
93
％
は
山
林
で
あ

り
ま
す
。
地
域
の
活
性
化
に
欠
か
せ
な

い
地
域
資
源
の
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い

る
な
か
で
、
木
材
価
格
の
低
迷
等
で
林

業
に
お
け
る
経
済
活
動
は
依
然
と
し
て

低
飛
行
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
森
林
整
備
へ
の
意
欲
は
乏
し
く
、

村
内
に
お
い
て
も
森
林
の
荒
廃
が
現
実

の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
厳
し

い
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
日
、

地
球
温
暖
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
森
林

に
対
す
る
期
待
と
そ
の
価
値
が
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま

す
。本

年
度
、
自
然
環
境
保
全
・
森
づ
く

り
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
民
間
投
資

を
活
用
し
た
「
ど
う
し
森
づ
く
り
基

金
」
の
創
設
も
、
こ
の
変
化
の
さ
き
が

け
を
捉
え
ま
し
て
制
度
設
計
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
度
に

お
い
て
は
、
間
伐
等
の
森
林
整
備
を
推

進
す
る
た
め
の
作
業
道
を
整
備
し
、
基

金
や
補
助
金
等
を
活
用
し
た
民
有
林
の

間
伐
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
４
月
に
は
森
林
所
有
者
の
皆

さ
ん
に
間
伐
等
の
整
備
へ
の
希
望
を
募

り
、
整
備
を
順
次
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
間
伐
材
の
利
用
に

関
し
ま
し
て
も
、
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の

な
か
で
、
燃
料
へ
の
可
能
性
を
探
り
、

間
伐
材
の
価
値
を
高
め
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
、
地
産
地
消
の
循
環
型
社
会
を

目
指
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

再
問ク

レ
ソ
ン
に
つ
い
て
支
援
を
こ
れ
か

ら
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
ク
レ
ソ
ン
と
い
う
の
は
ご
存

知
の
よ
う
に
非
常
に
水
を
必
要
と
し
て

ま
す
。
何
処
で
も
で
き
る
か
と
い
い
ま

す
と
ど
こ
で
も
な
か
な
か
で
き
ま
せ

ん
。
水
は
け
が
良
く
て
、
な
お
か
つ
水

が
良
い
、
水
質
が
良
い
水
が
な
け
れ
ば

で
き
な
い
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り

ま
す
。
今
後
、
道
志
村
の
田
ん
ぼ
と
い

い
ま
す
か
ね
、
そ
う
い
っ
た
所
を
造
成

す
る
、
そ
う
い
う
予
定
っ
て
い
い
ま
す

か
ね
。
も
っ
と
拡
大
し
て
い
く
と
か
、

先
ほ
ど
農
業
法
人
て
い
い
ま
す
か
農
業

法
人
う
ん
ぬ
ん
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
っ
た
地
域
を

団
地
化
す
る
よ
う
な
予
定
等
が
あ
る
か

否
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら

４
１
３
号
線
の
バ
イ
パ
ス
化
の
問
題
で

す
け
れ
ど
も
、
な
か
な
か
、
こ
れ
は
住

民
と
の
問
題
が
あ
り
ま
し
て
非
常
に
厳

し
い
と
こ
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
や
は
り
粘
り
強
く
で
す
ね
、
何

と
い
っ
て
も
、
知
事
の
ほ
う
で
は
で
き

れ
ば
一
致
団
結
っ
て
い
い
ま
す
か
ね
、

皆
の
賛
成
が
い
た
だ
け
れ
ば
一
番
い
い

と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
厳
し
い
と
こ
は
あ
る
か
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
要
望
で
す
け

ど
も
、
な
る
べ
く
賛
成
化
の
ほ
う
へ
持

っ
て
い
く
よ
う
な
努
力
を
し
て
、
我
々

も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
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い
ま
す
。

答○
産
業
振
興
課
長

ク
レ
ソ
ン
の
支
援
に

つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
生
産
者
の

皆
さ
ん
と
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
も
話
し

合
い
を
深
め
ま
し
て
、
そ
の
中
で
何
が

緊
急
に
必
要
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、
緊
急
性
の
高

い
優
先
度
の
高
い
も
の
か
ら
、
村
が
で

き
る
範
囲
の
中
か
ら
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問◎
野
原
月
夜
野
間
バ
イ
パ
ス
化
に
つ
い
て

野
原
月
夜
野
間
バ
イ
パ
ス
化
、
主
に

ト
ン
ネ
ル
で
す
け
れ
ど
も
、
見
通
し
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
ま

た
、
今
後
の
働
き
か
け
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答○
村
長

ご
承
知
の
と
お
り
本
年
度
、
昨

年
の
11
月
17
日
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
事
業
主
体
で
あ
り
ま
す
山
梨
県
知

事
に
対
し
ま
し
て
、
国
道
４
１
３
号
の

野
原
月
夜
野
間
の
バ
イ
パ
ス
化
に
つ
い

て
、
直
接
、
要
請
書
を
手
渡
し
て
、
そ

の
必
要
性
、
重
要
性
、
及
び
村
民
の
推

進
に
対
す
る
状
況
を
説
明
し
、
村
の
最

優
先
課
題
と
し
て
県
の
積
極
的
な
取
組

み
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
際
、
知
事
に
お
き
ま
し
て
は
、

そ
の
重
要
性
、
必
要
性
を
深
く
ご
理
解

し
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
受
け
止
め
て

お
り
ま
す
。
そ
の
後
の
知
事
の
ご
発
言

に
お
い
て
も
、
私
と
し
て
は
、
明
る
い

も
の
を
感
じ
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
国
、
県
に
お
い
て
は
、
公
共
事
業

の
削
減
等
も
今
後
さ
ら
に
進
む
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
圏
央
道
或
い

は
津
久
井
広
域
道
の
開
通
等
を
想
定
し

た
時
に
は
、
国
道
４
１
３
号
は
、
た
だ

単
に
道
志
村
と
し
て
の
道
路
で
は
な
く

て
、
山
梨
県
に
と
っ
て
も
重
要
性
の
あ

る
も
の
で
あ
り
、
優
先
順
位
も
さ
ら
に

高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
期
待
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

村
と
し
て
は
、
今
後
は
さ
ら
に
、
国

や
関
係
機
関
に
対
し
ま
し
て
必
要
な
国

道
整
備
と
し
て
、
そ
の
重
要
性
・
緊
急

性
を
訴
え
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
し
た
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
ど
う
い
っ
た
方
法
で
こ

の
要
望
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
ベ
タ
ー

な
の
か
を
、
今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

問◎
雇
用
対
策
に
つ
い
て

９
月
の
定
例
で
も
質
問
し
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
緊
急
対
策
事
業
に
つ
い
て
進

捗
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す

か
。
来
年
度
22
年
度
の
予
算
に
道
志
村

の
本
予
算
で
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ま
す
か
伺
い
ま
す
。

答○
総
務
課
長

平
成
21
年
度
の
主
な
臨
時

の
雇
用
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。総

務
課
、
事
務
員
１
，
０
４
４
，
０

０
０
円
、
教
育
委
員
会
、
や
ま
ゆ
り
管

理
人
９
８
０
，
０
０
０
円
、
産
業
振
興

課
、
村
道
等
の
草
刈
り
４
，
６
１
８
，

２
８
０
円
、
事
務
員
１
，
２
２
４
，
９

０
０
円
子
供
宿
泊
体
験
実
施
事
業
等
１

３
０
日
、
１
，
６
３
８
，
０
０
０
円
、

住
民
健
康
課
、
事
務
員
１
８
１
，
０
０

０
円
、
学
童
保
育
、
２
７
１
，
４
４
０

円
と
い
う
こ
と
で
、
合
計
21
年
度
主
な

も
の
と
い
た
し
ま
し
て
、
合
計
で
１

０
，
８
２
２
，
１
２
０
円
の
支
払
い
が

な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
22
年
度
予
算
の
中
で
主
な
も

の
は
、
総
務
課
、
事
務
員
１
，
４
９

８
，
０
０
０
円
、
住
民
健
康
課
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
の
事
務
委
託
と
し
て

３
，
５
２
０
，
０
０
０
円
、
事
務
員
と

し
て
６
２
４
，
０
０
０
円
、
学
童
保
育

関
係
、
３
，
０
８
５
，
０
０
０
円
。
産

業
振
興
課
、
事
務
員
１
，
８
７
３
，
０

０
０
円
、
林
道
の
草
刈
り
等
４
，
８
１

８
，
０
０
０
円
、
教
育
委
員
会
、
や
ま

ゆ
り
セ
ン
タ
ー
の
管
理
費
１
，
４
７

５
，
０
０
０
円
な
ど
が
、
平
成
22
年
度

の
主
な
賃
金
等
の
抽
出
し
た
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

再
問22

年
度
、
数
字
が
あ
る
程
度
、
出
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
今
年
度
も
非
常
に
雇

用
関
係
に
つ
い
て
、
厳
し
い
と
こ
ろ
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
何
と
か
予
算
を

工
面
し
て
で
す
ね
、
昨
年
と
同
じ
よ
う

に
、
や
は
り
一
千
万
か
ら
に
な
り
ま
す

と
非
常
に
21
年
度
、
助
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
22
年
度
に
向
け

ま
し
て
も
何
と
か
こ
の
へ
ん
の
金
額
の

積
み
上
げ
が
で
き
る
限
り
な
さ
れ
る
こ

と
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

答○
総
務
課
長
　
22
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も

予
算
を
積
極
的
に
計
上
し
て
雇
用
対
策

を
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
。
６
月
、
９
月
の
補
正
等
も
ご
ざ
い

ま
す
の
で
検
討
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
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平成22年度地籍調査事業・椿・小椿地区を実施

地籍調査にご協力ください
地籍調査は、国土調査法に基づく調査で土地の国勢調査と言われている大切な調査です。

現在使われている登記簿や公図は、明治時代に作られたもので長い年月の経過により、現況と変わっ

てきています。これを最新の測量方法により、公図と登記簿を訂正し、土地の正確な位置・形状・地

番・地目・面積を明らかにします。そして完成した地図（地籍図）はその正確性から公共事業に役立

つばかりでなく、復元可能ですから後日の境界問題に大きな力を発揮します。

平
成
22
年
度
地
籍
調
査
実
施
区
域
略
図

大切な土地を子孫や後世に伝えていくためにご協力をお願いします
問い合わせ先　産業振興課　地籍調査係 ☎ 52−2114

●調査方法は
一筆地調査といい、登記簿・公図及び地形地物などを参考に一筆ごとに地番、地目、境界を現地で確認します。

●境界への杭打ちは
土地所有者の皆さんに一斉に杭を打っていただくため、通知しますのでご協力ください。土地所有者の皆さ

んには、「一斉杭打ち日」に隣接土地所有者と立会の上、杭を打っていただきます。一度打った杭は皆さん

の土地を測量する基になりますので、動かしたり抜いたりしたい場合は、事前にご相談ください。打たれた

杭は、地籍調査係と推進委員及び委託業者が確認した後、測量を行います。

●測量調査結果は
調査・測量が済みますと、来年夏以降に地図（地籍図）と地番・地目・面積（地籍簿）を確認していただく

ため20日間の閲覧を行います。誤りがなければ国の認証を得て法務局に送付し、登記簿と公図が訂正されます。

●一筆地調査で境界が決まらなかった場合は
筆界未定として処理し、境界線がはいりません。この場合建築確認申請、農地転用などの手続きで許可され

ない場合があります。調査以後に境界が決まった場合には、個人の負担（測量費等）で筆界未定の解消処理

をしなければなりませんので、今回の地籍調査の際に境界を確定されることをお奨めします。

●調査前の心得として
説明会の資料・内容を把握してください。隣接地との境界は、事前によく話し合って確定しておいてください。



○子ども手当とは
次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを社会全体で応援するため手当を支給する制度

です。

○支給対象となる子ども
満１５歳の最初の３月３１日までの間にある子ども

○手当の額
子ども１人あたり　月額１万３千円

○手当の支払期月
６月期（４～５月分)、10月期（６～９月分)、２月期（10～２月分)

※　本年６月に限り、子ども手当とは別に平成21年度分の児童手当（２、３月分）が

支給されます。

○子ども手当を受給するためには
子どもの保護者がお住まいの市町村に申請を行うことが必要です。

申請の必要な方には、個別に認定請求書または額改定請求書を送付しました。

５月14日（金）までに住民健康課へ必ず提出してください。

（３月まで児童手当を受給されていた方は、申請の必要はありません。）

平成22年５月１日（12）

お問合せ
住民健康課　児童福祉担当

☎５２－２１１３

 ４月から子ども手当が始まりました！！ ４月から子ども手当が始まりました！！ ４月から子ども手当が始まりました！！
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1　
午前中のみ診察

31

2

30

1918
午前：胃カメラ

17

27
研修のため休診

23

4／30

8
午前中のみ診察

15
午前中のみ診察

22
午前中のみ診察

4／29
昭和の日

6
研修のため休診

13
研修のため休診

20
研修のため休診

28 29
午前中のみ診察

5
こどもの日

12

26
午前：胃カメラ

4
みどりの日

3
憲法記念日

11
午前：胃カメラ

25
午前：つぼみっこ

10

24

9

16

7

14
休診

21

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月始めには保険証の提出をお願いします。
5月の連休明けは混雑が予想されるため、なるべくさけて受診してください。
5/25は医師がつぼみっこ出席のため、午前10−11時まで不在となります。
5/26は水曜日ですが、午前中に胃カメラを行います。

6／5
午前中のみ診察

6／46／3
研修のため休診

6／26／1
午前：胃カメラ

4／25 4／26 4／27
午前：胃カメラ

4／28

五
月
の
予
定

診 療 所 だ よ り
道志村診療所に赴任して、早いもので一年が経ちました。なんだか新型インフルエンザに追わ

れた一年でしたが、今年度も一生懸命、診療に努めていきたいと思いますので、何卒宜しくお願い
致します。
今回は、アトムのＣＭでも馴染みのある逆流性食道炎についてのお話です。
食べ物は歯で噛まれて細かくされたあと、食道を通って胃に送られます。胃は胃酸によって食べ

物を溶かして消化するため、強い酸性状態になっていますが、食道と胃の境目は、ふだんは筋肉の
働きで胃酸が食道に上がってこないように閉じられています。しかし、この仕組みは、食生活や生
活習慣、肥満、ストレスなどの影響で働きにくくなることがあります。すると胃酸が食道に逆流し
て食道を荒らし、びらんや潰瘍ができてしまいます。これが逆流性食道炎で、自覚症状のない人も
含めて日本人では数%から約20%の人にみられ、年々増加し、年齢を重ねるほどその割合は多くな
っています。

みぞおちから胸の下の辺りまでに焼け付くような痛みを感じたら、それは胸やけです。酸っぱい
液や苦い液体が胃から上がってくるようなゲップがあったり、食道のチリチリするような痛みを感
じることもありますが、いずれも胃酸が食道まで上がってきた逆流性食道炎の症状と考えられます。

逆流性食道炎は、症状が重い場合は外科的手術を行いますが、ほとんどは薬で治療できます。ま
た日常生活を見直すことでもかなり予防できます。以下は参考例です。

食生活：脂っぽいもの、刺激の強いものは控える。食べすぎ、夜遅い食事や、食後すぐに寝る
ことは避ける。

姿　勢：背筋を伸ばした正しい姿勢を心掛ける。寝るときは頭のほうを高くする。
おなかの圧迫：太り過ぎない。ベルトで下着を締め付けない。
その他：ストレスをためないような生活を心掛ける。

以上逆流性食道炎について説明してきましたが、同じような症状で実は心筋梗塞だった、という
事例もあります。冷や汗をともなった心窩部痛の場合には、すぐに医療機関を受診しましょう。



平成22年５月１日（14）

15
名
の
６
年
生
を
送
り
出
し
た
小

学
校
も
、
４
月
５
日
に
17
名
の
新
入

生
を
迎
え
ま
し
た
。
大
勢
の
在
校
生

や
来
賓
の
方
々
に
祝
福
さ
れ
た
１
年

生
は
毎
日
元
気
よ
く
登
校
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
新
し
く
杉
本
昭
次
校
長
先

生
、
小
幡
恵
美
子
先
生
、
志
村
潤
子

先
生
、
上
嶋
宏
樹
先
生
、
渡
辺
徳
子

先
生
（
事
務
主
査
）
、
近
藤
佳
子
先

生
を
お
迎
え
し
、
児
童
数
93
名
、
職

員
数
13
名
で
平
成
22
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

４
月
16
日
は
児
童
会
主
催
の
「
１
年
生

を
迎
え
る
会
」
で
し
た
。
１
年
生
の
元
気

な
自
己
紹
介
の
後
、
○
×
ゲ
ー
ム
や
仲
間

集
め
ゲ
ー
ム
を
全
校
で
し
ま
し
た
。
６
年

生
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
１
年
生

は
、
こ
れ
で
道
志
小
の
仲
間
入
り
が
で
き

ま
し
た
。

４
月
19
日
は
、
今
年
度
初
め

て
の
避
難
訓
練
で
し
た
。
新
し

い
ク
ラ
ス
か
ら
の
避
難
経
路
の

確
認
の
た
め
の
訓
練
で
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
真
剣
な
表
情
で

先
生
の
指
示
に
従
っ
て
避
難
し

ま
し
た
。
「
押
さ
な
い
」
「
走

ら
な
い
」
「
し
ゃ
べ
ら
な
い
」

「
も
ど
ら
な
い
」
を
合
い
言
葉

に
命
を
守
る
た
め
の
訓
練
を
こ

れ
か
ら
も
続
け
ま
す
。

学校だより 道志小学校 (第48号）

春
と
は
い
え
天
気
が
悪
く
寒
い
日

が
続
い
て
い
ま
し
た
。
４
月
14
日
は

す
こ
し
温
か
い
日
よ
り
に
な
り
ま
し

た
。
各
ク
ラ
ス
ご
と
に
校
庭
の
満
開

の
桜
の
木
の
下
に
シ
ー
ト
を
し
き
、

み
ん
な
で
そ
ろ
っ
て
給
食
を
食
べ
ま

し
た
。
１
年
生
の
給
食
は
６
年
生
が

運
ん
で
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
給
食
を

食
べ
終
わ
っ
て
か
ら
も
、
シ
ー
ト
の

上
で
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
歌
を
う

た
っ
た
り
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

◎
平
成
22
年
度
ス
タ
ー
ト

◎
１
年
生
を
迎
え
る
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

◎
お
花
見
給
食
が

で
き
ま
し
た
。

◎
避
難
訓
練
を

し
ま
し
た
。
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小中学校 教職員紹介

道
志
小
学
校

着
任
職
員
�������������������　
　
　
��（
旧
任
校
）

校
　
長
　
　
　
杉
本
　
昭
次
　
道
志
中
学
校

教
　
諭
　
　
　
小
幡
恵
美
子
　
東
桂
小
学
校

教
　
諭
　
　
　
志
村
　
潤
子
　
西
桂
小
学
校

教
　
諭
　
　
　
上
嶋
　
宏
樹
　
下
吉
田
第
二
小
学
校

事
務
主
査
　
　
渡
辺
　
徳
子
　
東
桂
中
学
校

教
　
諭
　
　
　
近
藤
　
佳
子
　
新
採
用

離
任
職
員
�������������������　
　
��　
（
新
任
校
）

校
　
長
　
　
　
貴
家
　
栄
正
　
退
　
職

教
　
諭
　
　
　
小
幡
　
真
弓
　
禾
生
第
一
小
学
校

教
　
諭
　
　
　
加
藤
　
孝
子
　
下
吉
田
第
一
小
学
校

教
　
諭
　
　
　
和
地
め
ぐ
み
　
明
見
小
学
校

事
務
主
査
　
　
杉
本
　
久
香
　
吉
田
西
小
学
校

教
　
諭
　
　
　
山
崎
　
雅
美
　
退
　
職

道
志
中
学
校

着
任
職
員
����������������������　
　
　
（
旧
任
校
）

校
　
長
　
　
　
志
村
　
恵
治
　
島
田
中
学
校

教
　
頭
　
　
　
沢
登
　
　
守
　
大
月
東
中
学
校

教
　
諭
　
　
　
安
富
　
利
枝
　
都
留
第
二
中
学
校

教
　
諭
　
　
　
杉
本
　
賢
二
　
吉
田
中
学
校

教
　
諭
　
　
　
渡
辺
知
香
子
　
河
口
湖
南
中
学
校

養
護
教
諭
　
　
渡
邉
　
文
香
　
都
留
第
二
中
学
校

離
任
職
員
����������������������　
　
　
（
新
任
校
）

校
　
長
　
　
　
杉
本
　
昭
次
　
道
志
小
学
校

教
　
頭
　
　
　
加
藤
　
清
二
　
退
　
職

教
　
諭
　
　
　
渡
辺
恵
美
子
　
河
口
湖
北
中
学
校

教
　
諭
　
　
　
細
川
　
里
美
　
大
月
東
中
学
校

教
　
諭
　
　
　
竹
下
あ
さ
み
　
吉
田
中
学
校

養
護
教
諭
　
　
櫻
井
　
敦
美
　
吉
田
中
学
校

事
務
職
員

野
矢
　
潤

教
諭

渡
辺
知
香
子

Ａ
Ｌ
Ｔ

ケ
リ
ー
・
ボ
イ
ラ
ン
ド

教
諭

小
林
裕
季

教
諭

出
羽
幸
世

栄
養
職
員

守
屋
愛
子

教
諭

杉
本
賢
二

非
常
勤
講
師

山
室
昌
美

教
諭

鈴
木
真
由
美

校
長

志
村
恵
治

教
頭

沢
登
　
守

養
護
教
諭

渡
辺
文
香

教
諭

安
富
利
枝

教
諭

天
野
理
枝

教
諭

長
峰
寿
多

    

道志中学校道志中学校 道志中学校道志中学校 道志中学校道志中学校 道志中学校 

教
諭

小
幡
恵
美
子

教
諭
�

渡
辺
麻
里

教
諭

志
村
潤
子

教
諭

近
藤
佳
子

村
担
司
書

山
口
直
子

養
護
教
諭

樋
口
喜
子

事
務
主
査

渡
辺
徳
子

校
長

杉
本
昭
次

教
諭

花
上
和
広

教
諭

佐
藤
大
輔

教
頭

望
月
主
税

教
諭

上
嶋
宏
樹

教
諭

坂
本
大
輔

道志小学校道志小学校 道志小学校道志小学校 道志小学校道志小学校 道志小学校 

    



平成22年５月１日（16）

日
時
　
５
月
11
日
（
火
）

午
前
10
時
～

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

講
師
　
古
谷
け
い
子
栄
養
士

内
容
　
簡
単
に
作
れ
る
ヘ
ル
シ
ー
お
や

つ
作
り
を
し
た
あ
と
試
食
し
ま

す
。
家
で
も
作
れ
て
お
い
し
い

お
や
つ
が
好
評
で
す
。
乳
児
さ

ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
も
し
も
の
時
の
た
め
の
救
急
対
応
教
室
！

日
時
　
５
月
25
日
（
火
）

午
前
10
時
～

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

内
容
　「
も
し
も
の
時
の
た
め
に
、乳
幼

児
救
急
対
応
教
室
」

講
師
　
診
療
所
医
師
　
長
谷
川
浩
之

消
防
署
救
急
救
命
士

問
合
わ
せ

役
場
住
民
健
康
課
保
健
師

（
伯
耆
・
宮
下
）

☎
52
–２
１
１
３

茶
道
教
室
参
加
募
集

○
お
茶
、
は
じ
め
ま
せ
ん
か

全
10
回
の
稽
古
で「
お
ぼ
ん
の
お
点
前
」

を
取
得
で
き
ま
す
。
お
茶
会
に
行
っ
た
時

の
作
法
や
、
自
分
の
家
で
お
茶
を
楽
し
め

◆
村
内
一
斉
清
掃
・
一
斉
消
毒

「
村
内
一
斉
ゴ
ミ
ゼ
ロ
作
戦
」

毎
年
恒
例
の
村
内
一
斉
清
掃
と
消
防
団

に
よ
る
一
斉
消
毒
を
行
い
ま
す
。

日
本
一
の
水
源
の
郷
を
目
指
し
、よ
り
快

適
な
環
境
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
　
平
成
22
年
５
月
30
日
（
日
）

場
所
　
各
自
治
会
地
内

実
施
内
容
　
国
道
・
県
道
・
農
道
・
河

川
・
水
路
な
ど
の
清
掃

ゴ
ミ
の
処
理
方
法

清
掃
で
出
た
ご
み
は
、
各
地
区
の
ゴ
ミ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ゴ
ミ
の
種
類
ご
と
に
分

け
て
置
い
て
く
だ
さ
い
。
業
者
が
回
収
い

た
し
ま
す
。

★
家
族
そ
ろ
っ
て
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
当
日
は
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
も
、
親
子

ク
リ
ー
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
の
一
貫
と
し
て
、

清
掃
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

◆「
道
志
村
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア

２
０
１
０
春
」
出
展
者
募
集
！

「
緑
と
清
流
と
歴
史
の
郷
」で
あ
る
こ
の

道
志
村
で
、
手
づ
く
り
に
よ
り
生
れ
た
多

く
の
ク
ラ
フ
ト
を
沢
山
の
人
に
触
れ
て
い

た
だ
き
、
作
り
手
と
使
い
手
の
交
流
の
場

を
設
け
る
と
共
に
、
地
域
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時
　
平
成
22
年
５
月
22
日
（
土
）

23
日
（
日
）
�

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
　
道
の
駅
ど
う
し
　
芝
生
広
場

応
募
資
格

１
　
道
志
村
に
住
所
を
有
す
る
者
。
又

は
道
志
村
に
工
房
等
が
あ
り
主
に
道

志
村
で
ク
ラ
フ
ト
活
動
を
し
て
い
る

者
。

２
　
出
展
者
本
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

で
あ
る
こ
と
。（
仕
入
品
等
を
展
示
販

売
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。）

３
　
主
催
者
の
指
示
に
従
い
、
秩
序
を

守
る
こ
と
。

出
展
料
　
１
区
画
　
２
，
０
０
０
円

（
開
催
期
間
中
）

出
展
場
所

道
の
駅
ど
う
し
�芝
生
広
場

約
３
ｍ
×
３
ｍ

申
込
締
切

平
成
22
年
５
月
13
日
（
木
）

出
展
者
説
明
会

平
成
22
年
５
月
14
日（
金
）　
道
の
駅

ど
う
し
２
階
会
議
室
　
午
後
２
時
～

応
募
・
問
合
せ
先

道
志
村
役
場
　
産
業
振
興
課

水
源
の
郷
振
興
グ
ル
ー
プ

☎
52
–２
１
１
４

▲
五
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

つ
ぼ
み
っ
こ
は
今
月
も
お
子
さ
ん
の
元

気
を
応
援
し
ま
す
。対
象
者
は
、保
育
所
入

所
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
で
す
。

◎
手
作
り
お
や
つ
を
作
っ
て
試
食
し
て

み
よ
う
！

お

知

ら

せ

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

子
育
て

昨年度の様子

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

募
集
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る
よ
う
に
し
ま
せ
ん
か
！

講
師
　
佐
藤
幸
子（
大
日
本
茶
道
学
会
）

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
・
和
室

日
時
　
平
成
22
年
６
月
か
ら

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

午
後
７
時
よ
り

参
加
料
　
３
０
０
円

持
ち
物
　
白
い
靴
下
、袱
紗
、懐
紙
、扇

子

締
切
　
平
成
22
年
５
月
末

問
合
わ
せ

道
志
村
教
育
委
員
会

☎
52
–１
０
２
０

生
涯
教
育
事
業

○
村
内
の
山
々
を
訪
ね
て

道
志
村
の
恵
ま
れ
た
自
然
を
少
し
で
も

多
く
の
方
々
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
こ
う
と

計
画
し
ま
し
た
。
い
つ
で
も
登
れ
る
と
思

っ
て
い
て
も
な
か
な
か
登
っ
て
み
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ハ
イ
キ
ン
グ
の
興
味
の

あ
る
方
は
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
平
成
22
年
５
月
22
日
（
土
）

午
前
７
時
30
分
出
発

（
林
間
広
場
入
口
）

場
所
　
大
室
山

応
募
人
員
　
20
名

参
加
料
　
１
０
０
円
（
保
険
代
）

締
切
　
平
成
22
年
５
月
17
日
（
月
）

問
合
わ
せ

道
志
村
教
育
委
員
会

☎
52
–１
０
２
０

に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

問
合
わ
せ

甲
府
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

☎
０
５
５
–２
２
２
–９
１
０
１

○
土
地
の
境
界
に
関
す
る
ご
相
談

山
梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
が
山
梨
県
弁

護
士
会
の
協
力
を
得
て
、
土
地
の
境
界
問

題
の
解
決
を
支
援
す
る
セ
ン
タ
ー
を
設
立

し
ま
し
た
。

境
界
問
題
で
お
困
り
の
方
、
ま
ず
は
お

電
話
く
だ
さ
い
。

境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

甲
府
市
国
母
８
‐
13
‐
30

☎
０
５
５
–２
２
５
–３
７
３
７

○
完
全
予
約
制
で
す
。

予
約
受
付
期
間

月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
祭
日
は
除
く
）

９
時
～
12
時
／
13
時
～
16
時

○
や
ま
び
こ
支
援
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ

本
校
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
、
多
く
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
�授
業
や

校
内
の
様
子
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
平
成
22
年
６
月
２
日
（
水
）

午
前
９
時
30
～
12
時

（
受
付
９
時
15
分
～
９
時
分
30
）

な
お
、
当
日
は
、
教
育
相
談
も
実
施
い

た
し
ま
す
。

見
学
や
相
談
を
御
希
望
の
方
は
、
５
月

21
日（
金
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
平
成
22
年
出
水
期
か
ら

気
象
警
報
が
変
わ
り
ま
す

！！

気
象
庁
で
は
、平
成
22
年
５
月
27
日（
予

定
）か
ら
、警
戒
や
注
意
の
必
要
な
地
域
を

よ
り
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
気
象
警

報
・
注
意
報
を
市
町
村
を
対
象
と
し
て
発

表
し
ま
す
。現
在
は
、道
志
村
に
災
害
発
生

の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
道
志
村
を

含
む「
山
梨
県
」、「
東
部
・
富
士
五
湖
」、あ

る
い
は「
東
部
」に
対
し
て
警
報
・
注
意
報

を
発
表
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
22
年
５
月

27
日
か
ら
は
、「
道
志
村
」
と
明
示
し
て
発

表
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
お
住
ま
い
の
場

所
が
警
戒
や
注
意
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、大
雨
警
報
を
発
表
す
る
際
に
は
、

特
に
警
戒
が
必
要
な
災
害
を
、「
大
雨
警
報

（
土
砂
災
害
）」、「
大
雨
警
報
（
浸
水
害
）」
の
よ

う
に
警
報
名
に
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大
雨
や
洪
水
な
ど
の
警
報
・
注
意
報

は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
放
送
さ
れ

ま
す
。こ
の
際
、画
面
の
文
字
数
や
読
み
上

げ
可
能
な
文
章
の
範
囲
内
で
よ
り
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

の
表
現
で
放
送
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
町
村
ご
と
の
詳
細
な
内
容
は
、
気
象

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.jm
a.go.jp/）
や
国
土
交

通
省
防
災
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー
の
携
帯
電

話
サ
イ
ト

（
http://w
w
w
.m
lit.

go.jp/saigai/bosai

joho/i-index.htm
l）

防災情報提供センター
携帯端末用QRコード

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
募
集
！

各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
各
代
表

者
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

太鼓

代
表
　
菅
谷
克
士

☎
52
–２
５
１
６

少林寺

代
表
　
渡
辺
胆
男

☎
52
–２
０
０
７

バレー

代
表
　
出
羽
佳
子

☎
52
–２
４
５
０

剣道

事
務
局

出
羽
幸
世

☎
52
–２
４
５
０

野球

監
督
　
平
賀
雅
文

☎
52
–２
８
５
１

サッカー

監
督
　
佐
藤
建
蔵

☎
52
–２
８
５
７

問
合
わ
せ
・
申
込
先

山
梨
県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校

支
援
指
導
部
（
田
中
・
権
正
・
井
上
）

〒
409
‐
0501
大
月
市
富
浜
町
宮
谷
１
４
９
７

☎
０
５
５
４
–23
–１
９
４
３

FAX
０
５
５
４
–23
–１
９
４
６
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任
期
満
了
に
伴
い
３
月
26
日
付
け
で

道
志
村
１
０
，
６
４
９
番
地
　
杉
本
賢

造
さ
ん
が
道
志
村
監
査
委
員
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

前
任
の
　
大
房
一
邦
氏
に
お
か
れ
ま

し
て
は
永
年
に
わ
た
る
功
労
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
率
が
低
い
こ

と
か
ら
着
用
の
徹
底
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
推
進
に
つ
い
て
通
行
車
両
に
呼

び
か
け
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

４
月
15
日
道
の
駅
ど
う
し
周
辺
に
お

い
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
の
植
栽
祭

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、山
梨

県
で
本
格
的
な
農
業
を
実
践
さ
れ
て
い

る
俳
優
の
菅
原
文
太
さ
ん
も
参
加
し
、

約
１
万
株
を
植
栽
し
ま
し
た
。

道志村トピックス

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
４
月
６

日
～
４
月
15
日
ま
で
実
施
さ
れ
、
週
間

中
の
日
曜
日
に
あ
た
る
11
日
に
役
場
前

に
お
い
て
道
志
村
・
大
月
警
察
署
・
大

月
安
全
協
会
道
志
支
部
の
合
同
に
よ

り
、交
通
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。本
村

新
道
志
村
監
査
委
員
に

杉
本
賢
造
氏
を
任
命

交
通
安
全
指
導
の
実
施

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
植
栽
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

役
場
職
員
の
人
事
異
動
に
つ
い
て

元
気
で
生
き
生
き
と
生
活
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

介
護
予
防
教
室
を
４
月
22
日（
木
）に
や

ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
九
十
名
近

く
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。講
師
は
、

参
加
者
を
魅
了
す
る
パ
ワ
ー
が
あ
ふ
れ

る
渡
辺
ま
す
み
さ
ん
で
す
。
季
節
の

歌
・
ゴ
ム
バ
ン
ド
体
操
・
手
足
口
の
じ

ゃ
ん
け
ん
体
操
な
ど
笑
い
が
あ
り
な
が

ら
も
実
の
多
い
教
室
で
し
た
。

介
護
予
防
教
室
を

実
施
し
ま
し
た
！

１
、昇
任
、配
置
換
え
、グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
辞
令

（
課
長
）

池
谷
　
力
三
　
住
民
健
康
課
長

兼
：
保
育
所
長
・
社
協
事
務
局
長

（
課
長
補
佐
）

山
口
　
幹
夫
　
産
業
振
興
課
課
長
補
佐

兼
：
環
境
保
全
担
当
Ｇ
Ｌ

（
主
幹
）

佐
藤
　
太
清
　
教
育
委
員
会
　
主
幹

佐
藤
万
寿
人
　
産
業
振
興
課
　
主
幹

兼
：
地
域
整
備
担
当
Ｇ
Ｌ

佐
藤
　
英
樹
　
住
民
健
康
課
　
主
幹

兼
：
高
齢
者
福
祉
担
当
Ｇ
Ｌ

（
主
査
）

諏
訪
本
英
樹
　
産
業
振
興
課
　
主
査

金
子
　
尚
章
　
総
務
課
　
主
査

山
口
　
俊
一
　
特
命
：
む
ら
づ
く
り

会
社
設
立
準
備
室

（
主
任
）

水
越
　
　
実
　
総
務
課
　
主
任

（
主
事
）

佐
藤
　
徹
生
　
産
業
振
興
課
　
主
事

２
、
交
流
採
用
職
員

横
内
　
宣
明
　
産
業
振
興
課
　
主
任

３
、
新
規
採
用

佐
藤
　
貴
博
　
総
務
課
　
主
事

山
本
　
　
信
　
産
業
振
興
課
　
主
事
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新任職員紹介

総
務
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
貴
博

今
年
の
４
月
か
ら

道
志
村
役
場
総
務
課

に
配
属
に
な
り
ま
し

た
佐
藤
貴
博
と
申
し

ま
す
。

大
学
生
活
４
年
間

道
志
村
を
離
れ
て
東

京
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
道
志

村
で
の
生
活
は
東
京
に
は
な
い
人
と
人
の
触
れ
合
う

温
か
さ
を
実
感
し
て
お
り
、
故
郷
に
貢
献
で
き
る
仕

事
に
つ
け
た
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
私
自
身
足
り
な
い
と
こ
ろ
は
多
々
有
り

ま
す
が
、
村
民
の
皆
様
の
た
め
に
一
生
懸
命
尽
く
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
そ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

産
業
振
興
課
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
信

こ
の
た
び
、
道
志

村
役
場
産
業
振
興
課

に
お
い
て
地
域
整
備

の
担
当
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
事
に
な
り
ま

し
た
山
本
信
で
す
。

私
は
、
高
校
も
大
学

も
実
家
か
ら
通
っ
て
い
ま
し
た
。
道
志
村
を
出
る
事

が
無
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
地
域
の
人
々
と
交
流
す

る
機
会
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟

な
私
で
は
あ
り
ま
す
が
、道
志
村
の
為
、そ
し
て
村
民

の
皆
様
の
為
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

産
業
振
興
課
　
　
　
　
　
　
横
内
　
宣
明

４
月
よ
り
一
年

間
の
予
定
で
、
横

浜
市
役
所
か
ら
道

志
村
産
業
振
興
課

に
来
ま
し
た
横
内

と
申
し
ま
す
。

横
浜
か
ら
直
線

距
離
で
は
40
キ
ロ
し
か
離
れ
て
い
な
い
の
に
、
夜

眠
れ
な
い
ほ
ど
の
寒
さ
に
最
初
は
驚
き
ま
し
た

が
、晴
れ
た
日
の
朝
は
空
が
と
て
も
青
く
、水
の
お

い
し
さ
と
と
も
に
空
気
の
綺
麗
さ
に
感
動
す
る
毎

日
で
す
。
　

産
業
振
興
課
で
は
、「
ど
う
し
森
づ
く
り
事
業
」

な
ど
の
林
業
再
生
に
向
け
た
取
組
み
や
、
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
実
現
に
向
け
た
様
々
な
取
組

み
を
担
当
し
ま
す
。「
エ
コ
ラ
イ
フ
促
進
事
業
助
成

金
」も
担
当
し
て
い
ま
す
の
で
、我
が
家
で
太
陽
光

発
電
設
備
や
薪
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
し
よ
う
と
い
う

時
は
、
是
非
お
問
合
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。道

志
村
に
は
隠
れ
た
魅
力

が
色
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。

村
内
を
隅
々
ま
で
走
り
回
っ

て
、
横
浜
か
ら
来
た
自
分
だ

か
ら
気
づ
け
る
魅
力
を
探

し
、
少
し
で
も
村
政
に
活
か

せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

平成22年５月１日（20）

道
志
村
駐
在
所

伊
奈
　
学

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

道
志
村
の
皆
様
　
は
じ
め
ま
し
て

私
は
、
北
杜
市
か
ら
道
志
駐
在
所
に

異
動
し
て
き
ま
し
た
伊
奈
学
と
言
い

ま
す
。

駐
在
所
に
は
妻
と
子
供
２
人
と
４

人
で
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ

れ
か
ら
家
族
共
々
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
あ
り
ま
す
の

で
、
至
ら
な
い
点
が
多
々
あ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
自
然
豊
か
な
こ
こ
道
志

村
を
守
る
た
め
全
力
を
尽
く
す
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平成22年度入所児童数
す み れ 組（5歳児）10名
ひまわり組（4歳児）15名
たんぽぽ組（3歳児）15名
さ く ら 組（未満児）6名

合　　計　　　 　 46名

職員紹介
所　　　長　池谷　力三
す み れ 組　佐藤　春美
ひまわり組　小宮ゆかり
たんぽぽ組　長田　蘭子
さ く ら 組　佐藤　　翼
調　理　員　佐藤　美雪

１．学童保育とは
両親が労働している児童の放課後や
学校休業日を保護者に代わって保育
することをいいます。

２．入所対象児童および定員
小学校１年生～小学校６年生
（低学年優先入所）２０名程度

３．入所基準
①保護者が家庭外で労働している

家庭の児童
②保護者が家庭内で児童と離れて

労働している家庭の児童　等…
４．開所場所

集いの家（馬場）
５．開所日

・平日(学校登校日)…放課後～17時30分、
・学校休業日(創立記念日等)、長期休暇…8時30分～17時30分

６．休所日
土・日・祝日、お盆休み、お正月休み、その他村長が休所と認めた日

７．保育料
月額　3,000円（別途おやつ代）

平成22年４月３日（土）道志村保育所入所式が行われました。

平成22年４月１日（木）道志村学童保育所開所式が行われました。

　平成
22年度道志村保育所　平成
22年度道志村保育所

　平成
22年度道志村保育所

　平成
22年度道志村保育所

　　　　　　　　

　　　　

　　
平成22

年度道志村学童保育所
　　
平成22

年度道志村学童保育所
　　
平成22

年度道志村学童保育所
　　
平成22

年度道志村学童保育所

保育所・学童保育所の
入所申請、お問合せは…

住民健康課
児童福祉担当
☎52－2113まで



この広報紙は環境保護のため、
再生紙、大豆油インキを使用しています。

〒402-0209  山梨県南都留郡道志村６１８１-１　TEL 0554-52-2111 ㈹   FAX 0554-52-2572　URL http://www.vi l l .doshi . lg . jp/
Ｈ22.4.１現在　世帯数：614世帯　人口：1967人 (男：984人　女：983人）発行　道志村役場

５月３０日は（５３０
ゴ ミ ゼ ロ

）の日です。1982年
に関東地方知事会において制定され、現在では全
国的に広まっています。道志村でも村内の一斉清
掃を行いますので、みなさんも協力して自分の住
む地域を５３０

� � � �

にしましょう(*^o^*)。

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
出
生
）

谷
　
　
相
　
　
山
本
　
桜�

�

之�

朗�
�

く
ん

（
届
出
人
）山
本
和
之

末
永
く
、
お
幸
せ
に
（
結
婚
）

東
　
神
　
地
　
　
　
　
佐
藤
　
利
也

富
士
吉
田
市
　
　
　
　
新
井
小
百
合

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
死
亡
）

東
和
出
村
　
杉
本
　
敷
子

66
歳

板
　
　
橋
　
加
藤
美
登
子

87
歳

下
善
之
木
　
杉
本
美
代
子
　
　
61
歳

（
三
月
届
出
）

慶

弔

加
か

藤
とう

三
み

佳
か

ちゃん（板橋）

平成19年９月26日生
父��修央さん　母��千嘉さん

蓮華草（野原地内）

花言葉は「あなたは幸せです」や「心が和ら
ぐ」等々。子供の頃摘んで首飾りや冠を作った方
も多いのでは？花言葉どおり雑多な毎日に追われ
お疲れ気味の方に届けてあげればいかがですか？

歳時記歳時記歳時記

写真募集！！
みなさん自慢の園芸や手芸を広報に掲載し

ませんか？また面白い形の野菜や珍しい動物
などの写真がありましたら。お気軽に総務課
までご連絡ください。取材に伺います。

杉野さんで50人目となります。

○始めまして・・・・
本年度より水源林管理所長に着任いたしました杉野と

申します。よろしくお願いします。道志村のみなさまに
は、日ごろより横浜市の水道事業に対しご理解、ご協力
を賜り心から感謝いたしております。

私は、横浜の本牧で生まれ、育ちましたので、子供の
頃から海が近くにありました。現在の住居も横須賀で、
少し歩くと海を見ることができます。

道志村での生活は、私にとって初めての海のない生活
環境となっております。

○環境と言えば・・・・・
今、世界的に環境問題、特にCO2 の削減が叫ばれてお

り、森林はCO2 を吸収しますので、その価値が見直され
ております。　　　　　　　

道志村の森林は、CO2 を吸収するだけではなく、水源
として清流とおいしい水を育んでおります。豊かな道志
の森林を見ますと、環境を大切に守る村民の方々の優し
さや暖かさが感じられます。

○暖かさと言えば・・・・
自然環境や水源林への関心の高まりもあり、今年も横

浜からたくさんの方々が、ボランティア活動や施設見学、
体験学習などで来られます。みなさまにはご迷惑をお掛
けすることもあるかと思いますが、暖かくお迎えいただ
けますようによろしくお願いいたします。

○よろしくと言えば・・・・
水源林管理所の所長に着任し、道志村とご縁ができま

したが、これは、偶然ではなく必然のように感じており
ます。
私が仕事で大切にしていることは「一期一会」皆さん

よろしくお願いいたします。

水源林管理所長 杉野政一


